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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 
A－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

高階モデル検査は、研究代表者らが開拓したソフトウェア自動検証の強力な手法で、表現能力の高さ

から大きな発展の可能性とチャレンジ性を有している。本研究は、この研究課題に対して戦略的に取り

組むものである。 
理論面において、高階文法に関する長年の未解決課題の解決や、二つの大きく異なる高階モデル検査

手法の関連づけなどの成果を生んでおり、また実践面では、オープンソースの高階モデル検査器の大幅

な性能向上を理論研究の展開成果として果たしている。一部の応用課題については、より戦略的な課題

設定による今後の取組が必要と思われるが、全体としては研究者間の連携によって多岐にわたる独創

性の高い成果を生み出しており、進捗状況は高く評価できる。 
 


